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総持学園　鶴見大学　被災地ボランティア活動概要
～学生ボランティアの視点から～
「感謝」。それは、私たち学生から被災された方々への想いである。
鶴見大学（神奈川県横浜市）は３月１１日の大震災を受けて、東日本大震災救援ボランティア対策委員会を設立する。本委員会の募集により、私たちは学生ボランティアチームを立ち上げる。活動の企画・運営は全て私たちでおこなう。

私たちは、本学の関連団体である（財）シャンティ国際ボランティア会と連携をとりながら活動内容を決める。幾度の現地視察を行い、気仙沼市立大谷小学校・中学校にて主に学習支援という形でボランティア活動をさせて頂くことになる。このボランティアは瓦礫の撤去などの震災に対する直接的な支援ではない。しかし、震災後の混乱で失われた学習時間・環境を取り戻して欲しいと現地より依頼を頂く。この活動の意義はここにある。また、この活動を通し現地との交流が深くなる中で、鶴見大学には歯学部があることを活かし児童・生徒を対象に「歯磨き教室」を実施する。保護者へは震災後の「誤嚥性肺炎予防」の啓発活動を実施。歯科大学としての意も果たしたい。他にも交流が進むにつれて様々な企画を提案・実行したい考えである。
７月２５日、現地の方々からのご理解とご協力を賜りながらから鶴見大学の活動は幕を開けた。この活動は長期的に続ける考えである。
最後に、私たち鶴見大学は被災された方々へ支援しているというよりは、むしろ逆で「学びの場」を与えてくださったと感謝している。本学の建学の精神「大覚円成　報恩行持」は現代語訳すると「感謝を忘れず真人（ひと）となる」という。これからも建学の精神に則り、現地で活動させて頂くまでである。
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